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研究成果の概要（和文）：　本研究課題の目的は、室町後期・織豊期の古記録の所在を追い、特に重要なものは
翻刻・人名索引作成などによって、研究資源として有効活用できるようにする。その上で、当該期の政治史・制
度史などの実証的再検討を行うことである。
　史料翻刻としては『史料纂集　兼見卿記』１～５「綱光公記」などを公刊した。また報告書『東京大学史料編
纂所研究成果報告書２０１６－３　室町後期・織豊期古記録の史料学的研究による政治・制度史再構築の試み』
をまとめた。「大外記中原師廉記」全文データ「徳大寺公維公記」人名索引を史料編纂所ＤＢで公開した。さら
にそれぞれが主に織豊期の政治史・制度史に関する再検討を進めた。

研究成果の概要（英文）：The purposes of this research theme are as follows.At first I confirm the 
existence of historical records of from the 14th century to the 16th century.The important thing 
makes translation and an index.We reinspect political history in the time on it.
We announced translation such as "The Diary of YOSHIDA Kanemi" "The Diary of HIROHASHI Tsunamitu".We
 compiled results of research report.We showed a "The Diary of NAKAHARA Morokado" whole sentence 
data, "The Diary of TOKUDAIJI Kintsuna" name index on the database of Historiographical Institute 
The University of Tokyo.Each person studied the political history.

研究分野：日本中世史

キーワード： 日本中世　室町時代後期　織豊期　古記録　史料学

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
歴史学研究にとって文書史料と同じく古

記録史料が重要であることは言を俟たない。
とくに室町後期から織豊期には、前代に比べ
て多様な階層の人々が日記を記しており貴
重な情報が多い。しかしながら当該期の古記
録についての研究は、他の時代に比して立ち
遅れている。存在が広く知られていないもの、
既知であっても史料的検討が充分でないも
の、活字化されていないものが多い。例えば
伝来してきた記主名の誤り、年次の誤り、
底本とすべき良質の本の確定なども充分に
行われていない事例も存在する。重要史料
とされながら、全容が明らかにされていな
い古記録も多い。この中には内容的に重要な
ものも多数ある。そこで本研究課題では、ま
ず基礎史料となる古記録の検討を進める。そ
の上で、史料を再度実証的に読み込むことで、
当該期の政治史・制度史に新たな視点をもた
らすことが可能であると考えた。 
 
２．研究の目的 
 上述の研究状況から、本研究課題の目的と
して、大きく以下の三点を掲げた。 
（１）室町後期・織豊期の古記録の所在（原
本・写本の所在）を網羅的に明らかにする。 
（２）特に重要なものについては、史料的性
格を検討の上、翻刻・フルテキストデータ作
成・人名索引作成などの歴史情報資源化を行
う。 
（３）その上で、当該期の政治史・制度史な
どの再検討を行う。 
 
３．研究の方法 
（１）東京大学史料編纂所架蔵の写真帳に基
づく調査を行い、また各地の史料所蔵機関に
赴き、史料を調査した。必要なものについて
はデジタルカメラによる撮影、あるいは紙焼
き写真の購入を行う。 
（２）室町後期・織豊期の古記録の翻刻・史
料学的検討を進めた。おもな対象として吉田
社の社家吉田兼見の「兼見卿記」（金子・遠
藤が担当）、室町期の武家伝奏の家柄である
広橋綱光の「綱光公記公記」（遠藤が担当）、
織豊期に織田信長・豊臣秀吉の伝奏を勤めた
中山孝親・親綱親子の日記（堀・遠藤が担当）
「中山親綱記」（遠藤が担当）、宮中の日記で
ある「御湯殿上日記」「院中御湯殿上日記」（矢
部・遠藤が担当）、興福寺の日記（金子が担
当）を取り上げる。 
電子データとしては「中原師廉記」「兼見卿
記」全文データ、織豊期の何点かの古記録の
人名索引を作成する。 
（３）上記の検討によって、改めて史料に基
づき、室町後期～織豊期の政治史・制度史を
再検討する。 
 
４．研究成果 
（１）東京大学史料編纂所架蔵の写真帳に基
づく調査を行い、室町後期・織豊期の古記録

の網羅的把握に努めた。また各地の史料所蔵
機関に赴き、史料を調査した。必要なものに
ついてはデジタルカメラによる撮影、あるい
は紙焼き写真の購入を行った。主な調査先は、
天理大学附属天理図書館・京都大学総合博物
館・国立歴史民俗博物館・建勲神社・本能寺・
京都御所東山御文庫・名古屋市蓬左文庫・石
川武美記念図書館・宮内庁書陵部・早稲田大
学中央図書館・國學院大學などである。 
（２）室町後期・織豊期の古記録の翻刻・史
料学的検討を進めた。その成果として『史料
纂集 兼見卿記』１～５（八木書店。堀・金
子・遠藤等の校訂）、「綱光公記」（『東京大学
史料編纂所紀要』２４～２７）、「孝親卿記」
（堀が担当）「中山親綱記」（遠藤が担当）「院
中御湯殿上日記」（遠藤が担当）「御湯殿上日
記」（矢部が担当）「尋憲記」（金子が担当）「東
北院兼深記」（金子が担当）（以上『東京大学
史料編纂所研究成果報告 2016―3』）などがあ
る。後掲「主な発表論文等」参照。 
こうした作業によって、当該期の未翻刻の古
記録について学界で共有できる研究資源と
なった。またこれまで知られていなかった古
記録・逸文の集成や、従来の翻刻をより良質
の底本に基づいて訂正することができた。 
主要な古記録については全文データ、人名索
引を作成を進めた。このうち「中原師廉記」
全文データを東京大学史料編纂所データベ
ース「古記録フルテキストデータベース」に、
「徳大寺公維記」人名索引を同データベース
「中世記録人名索引データベース」にて公開
した。その他についてもさらに検討を進めた
上で、データベースあるいは活字の形での公
開を目指す。 
（３） （１）（２）の作業によって史料を
改めて読み込み、新たに得られた知見をもと
にそれぞれ主に織豊期の政治史について検
討を進めた。後掲「主な発表論文等」参照。 
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